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えびの市は、 日向・肥後・薩摩の分岐点にあたり、古代より多様

な文化 。文物が混和しながらも独特の文化と伝統をもづた地域であ

ります。市内の段丘面から山麓にかけては遺跡が密集しており、本

市の歴史を紐解く鍵が眠っております。

平成元年度には九州縦貫自動車道人吉―えびの間の建設が着工し

産業開発も増加しつつあります。そこで、埋蔵文化財の保護行政も

一層充実していかなければならない時期にきております。

本書は、平成元年度に実施した広畑遺跡の発掘調査報告書であり

ます。市内で 2例 目の竪穴式住居や古墳時代の墳墓群を調査し、本

市の古代史を解明するうえで貴重な資料を得ることができました。

本書が学術資料としてだけではなく、学校教育・社会教育の場で活

用され、埋蔵文化財の保護に対する理解と認識が高まれば幸いです。

なお、調査にあたって御指導、御教示頂いた諸先生方、県文化課

および調査に対して御理解、御協力頂いた工事関係者並びに地元の

方々に対しまして厚く御礼申し上げます。

平成 3年 3月

えびの市荻育委員会

教育長 平 田 敏 正



例 口

おばたけ

1.本書は、平成元年度に実施 した、市道坂元苧畑線外 2線

整備工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.調査主体は、えびの市教育委員会である。

3.地下式板石積石室墓は、概要報告の中では便宜上A～E

としたが、本書では01～05に改めて掲載している。

4.本書では方位を磁北で、レベルを海抜標高で示した。

5.写真記録および遺物の写真撮影は、中野が行なった。

6.人骨の実測、取 り上げおよび、鑑定については長崎大学

医学部の諸氏にお願いした。

7.本書では、遺構を記号で省略している。 SA:竪 穴式

住居、SB:掘立柱建物、SD:溝、SI:地下式板石積

石室墓、SK:土坑・土躾墓、ST:地下式横穴墓、PP

i柱穴、SZ:その他の遺構

8.出土遺物および関係資料は、えびの市文化センターに保

管している。

9。 本書の編集、執筆は中野が行なった。
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I.は じめ に

調査に至る経緯

えびの市の北に横たわる九州山脈の一郭に、防衛施設庁に管轄される超長波 (VLF)送信

所が建設中である。当事業に関連して、市道坂元―苧畑線を拡幅、国道へは新規直結するとい

う計画が持ち上がってきた。

当該地域は周知の遺跡であることから、埋蔵文化財の保護が必要となり、土木課と協議を重

ねた結果、記録保存をはかることとなった。まず、単独市費で遺構確認調査を実施、遺跡の範

囲や遺構面までの深さ等を確認して調査地域を絞 り、重機を入れて面的調査を行なった。

調査期間は、平成元年 7月 31日 から9月 27日 を充てた。調査面積は、6,220ポである。

Ⅱ.遺跡の位置と歴史的環境 悌1図、図版I)

広畑遺跡は、えびの市大宇坂元字二本杉・油木の元・広畑・二八山の上、大字大明司宇越シ

・平田に所在する。

えびの市は宮崎県の西南端に位置し、九州山脈 と霧島連山に囲続された狭長な盆地 (加久藤

盆地)である。加久藤盆地は、第二紀中頃以後、内陸凹地に湖成層が堆積、第二紀後半から第

四紀初に火山砕屑物が堆積したのち、第四紀後半以後泥層と入戸火砕流 (シ ラス)が堆積した。

この後、下刻が繰 り返され、段丘面が形成されて今 日に至る。段丘面には火山灰が堆積してい

るために水田耕作には適さず、肥沃に富んだ氾濫原が弥生時代以降の可耕地となっていたと思

われる。山麓からは鉄山川、池島川、自鳥川、長江川など大小20の支流が川内川に合流し、盆

地中央を西へ流れる。

本遺跡は、沖積面との比高約40m、 標高約290mの高位段丘上に位置し、現況は遺跡の北半部

では湧水を利用した水日、南半部では全て畑となっている。昭和60年度の遺跡詳細分布調査だ

おいて、縄文時代早期の押型文土器や後期の土器片、弥生土器、土師器、国産陶磁器、剥片 (

黒曜石)が表採されている。

遺跡の北端域は、斧砥という広域地名で、字のごとく石斧や石庖丁が表採されており、集落

や生産遺構が想定される。また北西部では、昭和63年、 トレンチャー (ゴボウ播種のための深

溝掘削用機械)に よる掘削の際に石皿が10点余 り掘 り起こされた。遺跡の背後には、芋畑第 1

・第 2。 第 3遺跡、山神原遺跡といった縄文時代後期 。古墳時代後期を中心とする遺跡が連な

つている。

遺跡の南縁部には苧畑地下式横穴墓群が分布しているが、昭和19～20年の飛行場造成の際に相

当量の人骨や鉄器が出土した話を聞いている。また、耕作時に板石を掘 り当て、庭石等に使用

する目的で地下式板石積石室墓の上部構造物はほとんど抜去された。市内には良好な石材が乏

しいということも要因になっていると思われる。



′ 】

夢
イ
宏

死 遺  跡  名 時   代 19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

芋畑第 2遺跡

キ畑第 1遺跡

稲荷下遺跡

飯野城跡

極庵遺跡

愛染院遺跡

灰塚遺跡

灰塚地下式横穴墓群

長牟 田遺跡

岡元遺跡

新 田遺跡

溝園城跡

谷川第 1遺跡

谷川第 2遺跡

鶴 田越遺跡

城 ヶ崎遺跡

柿 ノ木城跡

村 ノ前遺跡

畑 田城跡

縄文～古墳

縄文～古墳

縄文～中世

縄文～中世

古墳～平安

古墳

縄文～平安

古墳

古墳

縄文～平安

縄文～平安

中世

平安

弥生～古墳

古墳

弥生

弥生～中世

縄文～古墳

中世

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

柊野第 1遺跡

永田原遺跡

木崎原古戦場跡

小木原地下式横穴墓群

ロノ坪遺跡

法光寺跡

原 日・上江遺跡

建山地下式横穴墓群

曲田遺跡

井穴遺跡

後迫遺跡

粥谷遺跡

田代遺跡

天官遺跡

樅 ノ木原遺跡

妙見原遺跡

鳶 ノ木遺跡

石落下遺跡

大迫原遺跡

縄文～平安

弥生～ 中世

中世

古墳

平安

平安

縄文～中世

古墳

縄文～古墳

縄文～古墳

平安

縄文～弥生

縄文～古墳

縄文～古墳

縄文～古墳

縄文～古墳

弥生～古墳

縄文～古墳

縄文～古墳

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

広畑遺跡

苧畑地下式横穴墓群

東原遺跡

牧 ノ原遺跡

丸尾遺跡

垣土遺跡

加久藤城跡

城 内第 3遺跡

城内第 2遺跡

城内第 1遺跡

尾 山遺跡

甘里遺跡

六本原第 4遺跡

壱合原遺跡

大明司£越遺跡

越 シ遺跡

山神原遺跡

苧畑第 3遺跡

縄文～古墳

古墳

縄文～古墳

古墳

縄文～平安

縄文～平安

古墳～ 中世

縄文～古墳

縄文～古墳

古墳

平安

縄文～平安

古墳

古墳

古墳

古墳

縄文～古墳

縄文～古墳

第 1図 遺跡の位置 と周辺の遺跡分布図 (‐ 50,00①



旧石器時代

遺構・遺物は発見されていない。

縄文時代
(3)      (4)

早期の遺跡 としては、押型文土器の出土した前畑遺跡、灰塚遺跡、小木原遺跡群久見迫 B地
(5)

区などがあげられ、久見迫B地区では柱穴状遺構が検出された。前期の遺跡としては、曽畑式

轟式土器の出上した前畑遺跡および灰塚遺跡があげられる◇中期の遺跡は未発見である。後期

の遺跡としては前畑遺跡、灰塚遺跡などがあげられ、当該期に属する遺跡が多い。晩期の遺跡

としては、黒色磨研土器が出上した灰塚遺跡があげられる。

表採資料≧しては、村ノ前遺跡や天神免遺跡、灰塚遺跡、大迫原遺跡などで石皿が、村ノ前

遺跡と天宮遺跡で石錘が、石鏃・石斧類は市内各所で採集されている。剥片石器の原石は、鹿

児島市三船産、大口市日東産、人吉市桑ノ木津留産の黒曜石が多い。

弥生時代

中期の甕形土器が新田遺跡と小木原遺跡群久見迫B地区で発見されている。後期の遺跡とし

ては、免田式土器の出土した灰塚遺跡と久見迫B地区があげられる。生活遺構≧しては、永田

原遺跡で間仕切 り住居 1軒を検出しているのみである。

生産遺構に関連するものとして石庖丁が、中棚遺跡、日原陣遺跡、小木原遺跡群蕨地区、法

光寺跡、天神免遺跡、さらに苧畑遺跡で各 1点、灰塚遺跡で 2点発見されている。

古墳時代

生活遺構は調査されていないが、南九州独特の墓制が営まれている。

地下式横穴墓は島内、灰塚、小木原、苧畑、建山そして杉水流の6ヶ所に群在し、各々特徴

がみられる。当墳墓はすべて平入 り長方形ないし楕円形を呈するが、灰塚では竪坑上部閉塞、

小木原のうち馬頭 。久見迫地区では羨道閉塞 (後者の開塞材はアカホヤ塊),小木原地区と島

内・苧畑では共存している。これらは、全て決積世の砂礫段丘上に立地する。明治38年には、

島内で「径15間、高さ4尺」の墳丘を有する地下式横穴墓が、大正 2年には、建山で「高さ3

m、 鰻頭形」の墳丘をもつもの2基が調査されており、早くから当該墳墓は知られていた。昭

和44年 を中心として島内と小木原では、段丘下部に堆積 している礫を建築材料とする目的で、
(9)

重機による掘削を行ない、幾多の地下式横穴墓が削失した。

小木原 1号、杉原 (=島内)、 杉原41-1号から甲冑が、小木原A号墳から小型初製鏡と陶邑

産の須恵器が出土している。築造年代は 6世紀に集中し、 7世紀に降るものは無い。

地下式板石積石室墓は、建山を除く5ヶ所と大迫原遺跡に群在し、4～ 5世紀代に営まれる。

歴史時代
(10)

奈良時代の遺物 としては、天神免遺跡 (字蓮花寺)よ り蔵骨器 (須恵器)2点 が発見されて

いる。平安時代は、10世紀前半の土師器や布 目瓦が出土 した法光寺が知 られているにすぎない。

えびの市は、島津庄真幸院に組み込まれていたが、この領地をめぐって島津氏 と伊東氏が激

-3-
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戦を繰 り返し、木崎原や三角田の古戦場、首塚、六地蔵などが往時を偲ばせる。飯野城・加久

藤城をはじめとする20有余の中世の山城は、氾濫原に突出した段丘の先端部に集中している。

飯野城周辺には、漢詩を作る時の辞書『二重韻』や教科書『碧厳録』を印刷 。出版した長善寺

や愛染院、昌極庵といった多くの寺院があったが、廃仏毀釈で廃寺となっている。

島津氏支配の後は門割制度が設けられ、新田開発・整備が行なわれていったようである。広

畑遺跡の北東部には、16世紀後半、島津氏が開山したと伝えられる鉄山があり、砂鉄を原料と

した製鉄が明治期まで営まれていたが、実体は不明である。また、市の北西端、西之野におい

ては、1856年 に鉄鉱石が発見され、島津斉彬の命によって短期間ではあつたが、原料採掘が行

なわれた。のち1897年 、地元民によつて10年余、精錬段階まで営まれていた。

地下式横穴墓から出土する鉄器の量を考えると、上記 2ヶ所の製鉄の開始年代に興味がもた

れ、今後の調査に期待される。

このほか、大字二八の下において、昭和54年 3月 、回場整備事業に伴つて塚 (仕置塚)を削

平する際、一宇一石経が掘 り出され、若干数が現存している。

Ⅲ.遺構確認調査

調査対象地域に、約50mおきに19ヶ 所設けた。遺跡の北半部は、開墾や道路改修によつて境

乱が著 しい。南半部においては火山灰が良好に遺存 していたものの、遺構は検出されず、極 く

微量の遺物が検出されたにすぎない◇

H=2920M

Ⅷ

層序柱状図

飾　　　　　　０　”郭

Ⅲ
＝
昨
昨
一
第

-5-
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基本的層序 (第 3図 )

層序は上から、 I層 :耕作土 (黒灰色土)、 Ⅱ層 :畑作基盤土・旧耕作土 (淡黒灰～暗灰色

土)、 Ⅲ層 :黒灰色土 (a・ b2層に分けられ、 b層 は硬質である)、 Ⅳ層 :黄褐色微砂質土 (

アカホヤ火山灰)、 V層 :暗茶褐色～茶褐色土 (硬質ローム、やや粘質、黒灰色土が斑状に混

在)、 Ⅵ層 :暗灰～淡黒灰色上、Ⅶ層 :茶褐色～淡黄褐色土、Ⅷ層 :黄褐色土 (混橙褐色土、

硬質)、 Ⅸ層 :黄褐色土 (混クサリ礫、=地山)に分別した。なお、台地縁辺部のⅨ層は砂礫層

(更新世堆積物)である。

Ⅳ。発掘調査

調査は、遺構確認調査の結果から苧畑地下式横穴墓群分布域と重複する地域に絞り、排上方法

等の問題から7区に区分けした。

I・ Ⅱ oⅥ・Ⅶ区からは近世ないし近現代と思われる水路や土坑 (一筆境畦畔沿いの樹木植

栽用の穴)、 イモ穴を検出したにすぎず、Ⅲ～V区に遺構が集中していた。

1.弥生時代の遺構と遺物

И 図版 器  種
法 量 tn4)

長 1幅 1厚
石  質 特 徴

３４．
３４．
警
３４．
３４．
３４．
３４．
３４．

磨製石鏃

同 破片

剥 片 ?

破 片 ?

剥 片 ?

用途不明

３７

‐６

２７

‐５

‐３

２‐

１６

５４

雅

８

‐８

‐２

７

７

５

５３

１

１

３

３

１

２

１

３５

緑色片岩

軽石

基部は面 をなす

A面のみ研磨痕

A面上半のみ研磨痕

A面のみ研磨痕

B面 は 自然面

SA-01出 土遺物観察表

|
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Ⅲ区において、竪穴式住居 1(SA 01)を検出したのみである。

SA-01(第 5図、図版 6)

遺構面が高く、0.40～ 0.50m程度削失している。遺存部の規模は、東西3.80～ 4。 20m、 南北

4.20mを測る。四隅を欠く間仕切 リタイプで、幅・深さともにO.10m内外の壁溝が全周する。

壁溝には板が立ててあったと思われ、溝底部において、長さ0.10m内外で若千のレベル差が認

められる。南辺 2ヶ所には、小柱穴が設けられている。

床面中央部 (内区)は、0.10～ 0.18m掘 り込まれ、四辺がベンド状遺構 (外区)になってい

る。pit l(直径0.23～0.25m、 深さ0.61m)と pit 2(直径0.23m、 深さ0.68m)が主柱穴

である。 pit 3は 、直径0。 24～ 0。 26�、深さ0.07mの ものに、長さ0.18m、 幅0.16m、 深さ0.02

mの浅い掘 り込みを伴 うものである。 pit 4は、直径0。 18～0,23m、 深さ0.32mを測る。 pit

5は、直径0.32～0.35m、 深さ0.30mを測 り、二段掘 りである。 pit 6は 、直径0.17～0.22m、

深さ0.36mを測る。いづれも柱痕は無い。

外区は東・西辺を長 く、北・南辺を短く区分けしてある。また、上面にはⅢ層のブロックが

多量に混在している。

出土遺物 (第 6図、第 1表、図版34)

全て流れ込みで、原位置を保つものは無い。甕 1、 磨製石鏃 1、 同 破片 3、 同 破片もし

くは剥片 3、 用途不明石器 1が出上した。

甕は、内区北西部から外区にかけて散在し、底部を欠く。口縁部は外反し、端部外面は肥厚

する。体部との境には刻 目凸帯 1条を付す。内面はナデ調整であるが、外面にはススが付着 し

ており、調整は不明である。内面は茶褐色を呈し、 l llun前 後の砂粒を含む◇

磨製石鏃 は、完形品 1が 3片に割れていた (2)。 凹基式で左右対象形、断面は扁六角形を呈

し、鏑は無い。B面上半部に剥離面を残すほかは全て研磨され、基部は面をなしている。内区

の北西部には、同一石材で片面が研磨されているものや、砕片もしくは剥片と考えられるもの

が検出された。

その他、片面に磨痕のある軽石 1が内区の北東部で出土した。

2.古墳時代の遺構と遺物

Ⅳ～V区において、石組遺構 1(S Z 01)、 地下式板石積石室墓 (SI-01～ 05)、 地下式横

穴墓 (ST-01～ 19)、 柱穴 2(PP 01、 02)、 土器群 7(A～ G群)を検出した。

SZ-01(第 7図、図版 7)

ST-13の西に接して、東西4.80m、 南北2.20mの長方形に板石を配置した遺構である。

板石は、地下式板石積石室墓や地下式横穴墓の閉塞石と同じ輝石安山岩の割 り石がほとんど

で、若干の扁平な河原石を使用している。

北辺は遺存状態が良い。板石の半数は埋め込まれたままで、掘形も確認された。人頭大を越

10-
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紘 図版 器  形
法  量 (ma) 文 様 お よ び 調 整 土胎

燒成
調色

日径 器高 最大瑠 面外 面内 砂粒・量 そ輝石 赤褐色粒 外  面 内 面

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

35-1

35-4

35-2

86-5

35-7

35-8

35-9

35-5

35-3

86-2

36-1

36-3

36-4

重

甕

蓬

霊

三

壷

長頸壷

長頸壷

長頸壷

長頸重

壷

董

高郭

高」/N

高郭

高 ITN

高郭

台付鉢

185

141

州
２２７

33

143

150 173

175

173

337

338

279

ヨヨナデ、ハケ

ヨヨナデ、ナデ

尼縁災扉
ヨナデ

ハケ
ハケ、台部はすデ

ハケ

ハケ

ハケ

ハケ

ハケ、ナデ

ハケ

ヘラミガキ

ハケ

ナデ、凸帯以下ハケ

ナデ

ハケ

ハケ

不明

ハケ、脚ハケ→ナデ

ハケ

ナデ、タタキ→ナデ

ヨヨナデ、ナデ
ロ 縁 部 ヨ ヨ ナ デ
他 は ナ デ

ナデ

ハケ

不明

不明

ケズリ

頸部ハケ、以下ナデ

ナデ

ハケ→ナデ、ハケ

ナデ、ハケ

不明

ハケ

ナデ

不明

ナデ

ナデ

ハケ、ナデ

ハケ

1～5ウ ,多

1～ 2ミ リ多

1ミ リ位・多

1～ 2ミ ,・ 少

1～ 2ミリ多

1～ 2ミリ多

1～ 2ち ,多

1～ 2ミ ッ・多

1ミ リ位,少

1ミ リ位 少

精良

精 良

1～ 2ミリ多

1～ 5ミリ多

1～ 2ミ リ少

1～ 2ミ 〃・微

1ミ リ位・多

1ミ リ位,多

精 良

1～ 2ミ ヶ̀少

微

少

少

少

1～ 4ミ リ̀少

1～ 4ミリ・少

1～ 5ミ リ・少

2～ 3ミリ少

1～ 4ミ ヶ多

2～4ミリ・多

1～ 5ミリ.多

1ミ ,位

1～ 5ミリ・

少

多

1～ 3ミ ,少

良好

良好

良好

良

良

良好

良好

良好

良好

良

良好

良好

良

良好

良

淡茶灰

淡橙褐
浚奄羨黄
淡灰褐

淡挑黄

淡桃褐

淡責

茶褐

淡橙黄
4駿羹欄
淡黄褐
盗褒纏美
黄褐

淡茶褐

淡黄褐

淡橙褐

淡灰褐

淡橙褐

淡灰褐

淡灰褐

淡桃褐

淡黄

4褒庭煮
淡茶褐

淡黄

黄灰

淡黄帽

淡茶褐

淡茶褐

淡黄掲

暗灰鼠

淡灰褐

第 2表 A群 遺物観察表
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えるものは、全て倒れた り移動 している。南辺は、大きめ (長 さ0.30～0.50m)の板石が倒れ

ている状態で、東・西辺も極 く一部 しか遺存 していない。南西部には、 5～ 15cm大 の、破砕片

と思われる板石が散在 している。

A群遺物 (第 7～ 10図、第 2表、図版35～ 36)

ST― Hの東 、 SZ-01の北に遺物が集 中 している。 S Z 01内 にも微量ながら散布 してい

る。破片数は多いが、個体数 としては25前後である。壷 8と 長頸壷 4、 甕 2、 高杯 5、 台付鉢

1の計20点 が図化できた。各々の個林片は広範囲に散 り、全体の形状がわかるのは 9の長頸壷

のみである◇

1は復合 口縁の壷で、肩が強 く張るタイプである。口縁屈曲部は肥厚 し、米粒大の刻み 目が

施 されている。 2は 1と 異なるタイプの三で、くの字に屈曲する部位の稜線は鋭い。口縁端部

は面をなし、端部は鋭い。 3は、口縁部がゆるやかに外反 し、端部を屈曲させるタイプの壷で

ある。 4は小型の養、 5は密の底部片である。 6と 7は壷の底部で、平垣面をわずかに有する。

8と 13はこの胴部であるが、傾きに不安がある。 9～ 12は長頸壷で、12の外面のみヘラミガキ

他はハケとナデ調整である。 9の底部は九底に近 く、内面の器壁は薄 く削 られている。13は壷

の胴～底部で、破片がすべて接合 したものの、半個体分 しか遺存 していない。胴部には、断面

M字型の突帯が巡 り、刻み 目が施 される。器壁はほぼ均等の厚 さで、ハケあるいはナデ調整に

よつて丁寧に仕上げられている。15は大型の高杯の外部で、外面にハケロを一部残すが、全体

的に丁寧な仕上げである。16～ 18は高杯の脚部であるが、一様ではない。19の不都の器壁は薄

く、いびつである。脚部は直線的に扇状に広がり、内部にはモミ殻の圧痕がある。20は台付鉢

で、口縁部と体部、底部と体部の境は鋭く屈曲する。日縁端面には若干の凹みがある。

SI-01(第■図、図版 7・ 8)

SK-01、  ST-01、  SI-02、 03と 隣接する。

表土を剥ぐとす ぐに、板石の一部が露出した。上部構造は削失し、側石 (基底立石)も 1/4

が抜去されている。プランは半円半方形を呈し、墓壊の規模は長さ2.24m、 幅2.12m、 底面ま

での深さ0.60mを 測る。床面までの深さは0,45mで 、その差0.15mが貼 り床である。貼 り床後、

周壁に、側石を立てるために深さ0.22～ 0.43mの坑が個別に掘削される。側石の裏込めには、

アカホヤ塊が多く使用されている。側石は13枚遺存 している。床面は内法径1.60～ 1.80mの 円

形を呈する。墓竣壁面は、石室構築 (持ち送 り)のための快 り込みやテラスが設けられてい

る。

出土遺物は無い。

SI-02(第 12図、図版 9)

ST 10と SI-03の間に位置する。

上部構造は削失するが、天丼石 2～ 3段まで遺存 している。検出時には、天丼石の一部が S

T-10の 竪坑寄 りに散乱しており、早くに損壊を受けたものと思われる。



H=29160M

l層 !淡黒灰色土 (混Ⅳ層粗粒 )

2層 i暗灰～淡黒灰色土 (混Ⅳ層ブロック～粗粒 )

第11図  S101遺 構実測図 (1:30)
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囚09■6乙=H

――――――― H=29160M

2b層 :淡黒灰色土 (混Ⅳ層粗細粒 )

2C層 :暗灰鼠～淡黒灰色上 (混Ⅳ層細粒 )

3 層 :暗灰鼠色土 (混 シラス、Ⅳ層ブロック～粗細粒 )

第12図  S102遺 構実測図 (1:30)
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プランは楕円形に近い隅丸方形で、墓羨の規模は長さ2.14m、 幅1.90m、 底面までの深さ0.

66mを測る。さらに周壁には、深さ0.09～0,26mの側石溝が個別に掘削される。側石の裏込め

と並行して、厚さ0.12m前後の貼床 (第 3層)が施される。床面上面にはシラスも混入される。

側石は北・南 。東辺で各 4枚、西辺 3枚で構築され、床面の内法は、東西1.22～ 1.40m、 南

北1.12-1.40mの歪方形を呈する。

墓壊の壁面には、内傾する快 り込みやテラスが設けられている。

出土遺物 (第 13図 、図版39)

北東部に 1点、南東部に 3点の鉄鏃を検出した。 1は床面から0,17m、 2・ 4は0.05m浮 い

た状態で、原位置ではない。 1・ 2・ 4の頸部には、樹皮巻き矢柄 (竹)が遺存している。

1は、圭頭広根斧箭式である。現存長96mll、 鏃身長16mm、 最大幅3511ullを測る。 2～ 4は、椿葉

式である。2は全長814111、 鏃身長 と最大幅は251nmで ある。3は全長 5241m、 鏃身長14mm、 最大幅

181「unで ある。4は全長 451mll、 鏃身長 1lllm、 最大幅13111mで ある。

SI-03(第 14図、図版10)

SI-02か ら東へ0,90mに 位置する。

地下式板石積石室墓の中では、最も小規模な遺構である。

後世の削平および撹乱が著しく、板石も全て抜かれていた。

プランは円形を呈し、墓羨の規模は、直径1,70～1.80m、 底面までの深さ0.■mを測る。貼

り床の有無は不明である。周壁には、深さ0,20～ 0.30mの側石溝が掘削される。床面の内法は

直径0.70～ 0.90mで あったと推定される。

出土遺物は、側石溝内から土師器片が 1点出土したのみである。

⇒ e篭 Φ

D
D

-

◇

Ｏ

図

③

S102出 土遺物実測図 (1:2)
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 H=29140M

第14図 SI-03遺構実測図 (1:30)

SI-04(第 16図、図版10・ 11)

他の板石積石室墓とは、距離を置く。掘形は原形を保つているものの、内部の撹乱は著しく

側石 9枚 と天丼石 1枚が原位置を保っていたにすぎない。

プランはほぼ正円形で、墓羨の規模は直径2.50m前後、底面までの深さ0.50～ 0.55mを 測る。

周壁には、深さ0.18～ 0.30mの側石溝が掘削される。側石構築後、シラス塊の混じる厚さ0.06

～0.08mの貼床 (第 5層 )が施される。

床面は、内法1.84m前 後の円形を呈する。

出土遺物 (第 16図、図版39)

境乱坑から、鉄鏃の頸部 2点が出土した。 2点 とも広根式で、 1は現存長4611ullを 測 り、樹皮

巻き矢柄の一部が遺存している。 2は現存長364ullを測る。

SI-05(第 17図、図版■)

ST-10の北東1.50mに 位置する。

プランはほぼ円形で、掘形の規模は直径2.00～ 2.20m、 底面までの深さ0.60mを測る。側石

溝は北～東部にかけてみられ、深さは0.05～0.15mを測る。

―-22-―
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第15図  S104遺 構実測図 (1:3①



墓装埋土からは、 1片の板石も出土していない。また、最下層はⅣ層のブロックを主とし、

人為的に埋め戻した感を受ける。

平面プラン、墓羨の規模 と断面形態、側石溝の掘 り込み状態、さらに板石の有無を総合する

と、当墳墓は築造途中に何らかの理由で放棄されたものと思われる。
  〇     喰

出土遺物は無い。

B群遺物 (第 18。 19図、図版36)

SI-05上面 の南部か ら南方にかけて、土師器の破片が集

中していた。壷 と長頸三、高郭で構成 されるが、図化できる

遺物が少ない。

1は、壷の口縁部で口径16.2cmを 測る。外反する口縁部の

端部は面をなす。調整は不明である。 2は、長頸壷の肩～胴

部で、最大径 11.7cmを測る。調整は不明である。

1 :

0                     1m

第17図  S105遺 構実測図 (1:3①

一
．　

　

　

一　

・

『
扁

Ψ

0 ♀ :I PCm

第16図  SI-04出 土遺物
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第18図 B群遺物出土状態 (1:3①

ST-01(第 20図、図版 12・ 13)

SI-02と 1.10m、 ST-07と 0.50m離れて位置

する。主軸方位は、N175° Eを示す。

羨道板石閉塞、平入 り長方形プランである。

竪坑は長 さ1.86m、 幅1.30mを測 り、北辺が不

整形 となる。深 さは1.39mを測 り、底面は浅い凹  第19図  B群遺物実測図 (1:3)

面形態である。玄室 との間には、断面台形の仕切 りが削 り出されている。上面は長 さ0.10～ 0.

20m、 幅0.66～0.81mの 台形で、竪坑 との比高0.47m、 玄室 との比高0,22mを測る。玄室は長

さ1.66～ 1.82m、 幅1.00～ 1.22mで、長辺が外湾する。高さは0.90m前後 と推定される。壁面

は直立するが、明瞭な稜線を持たない。

被葬者は 2体であるが、遺存状況が悪い。 1号人骨の頭部にあたる所には、赤色顔料が認め

られた。 2号人骨は、頭骨の一部のみ遺存 していた。

羨道は、長 さ0,7～0.8m、 幅0.4～ 0.8m、 厚 さ0.05m前 後の板石 3枚で閉塞 されている。

竪坑埋土は、Ⅲ～Ⅶ層のブロックからなる la層、Ⅲ oⅦ層を主 とする lb層、Ш・Ⅶ・Ⅷ

層のブロックを主 とする 2層に区分できる。α層は軟質で、木痕のようである。

r 為０ ３

一
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玄室周囲に土層観察用土手を残せたが、盛土は確認できなかった。

閉塞石下底が lb層上面にあること、 1層 と2層の層界の様子、竪坑北辺部の突出状況、さ

らには人骨 2体の遺存状況の差を総合すると、当墳墓の追葬行為を想定できる。

出土遺物 (第24図 -1・ 2、 図版40)

1号人骨の北に鉄鏃の頸部(1)が 、 2号人骨の西に 1の鏃身部と2が検出された。 1の鏃身部

は、床面下に突き刺さっていた。当墳墓は玄室の天丼が陥没したため、遺物は原位置を保って

いない (多少の移動)と 考えられる。

2点 とも圭頭広根斧箭式で、 1は小型のタイプである。 1は現存長494ull、 鏃身長1311Ml、 最大

幅2341111を 測 り、樹皮が一部に遺存している。2は現存長854ull、 鏃身長1211ull、 最大幅3411ullを 測 り、

樹皮巻き矢柄が遺存 している。

ST-02(第21図、図版13・ 14)

主軸方位は、N130° Wを示す。羨道板石閉塞、平入 り楕円形プランを呈する。

竪坑上面は長さ1.60m、 幅1.38mの精円形を呈し、さらに外周には、直径2.50m前後、深さ

0.02～ 0。 13mの不整形な掘 り込みが認められた。これは、閉塞後、竪坑を埋め戻す際に偶然削

られたものと思われる。深さは1.36mを測 り、底面は長さ0。 72～0.86m、 幅0.62～ 0,69mの長

方形を呈する。羨道は長さ0.36m、 幅0.39～ 0.67m、 高さ0.66～ 0.69m、 竪坑底部との比高0.

10mを測 り、玄室へ向かつて緩やかに傾斜する。玄室は長さ1.88m、 幅1.31mを測 り、奥壁と

側壁の区分がない。高さは0.72mを測 り、アーチ形を呈する。壁面は、左側のみ直立する。

被葬者は女性 2体で、 1号人骨は屈膝葬である。

羨道は長さ0.55～ 0.85m、 幅0.32～ 0.52m、 厚さ0.06m内外の板石 4枚で閉塞される◇

竪坑埋土は、大きく3層 (第 2層、 3層、4a～ b層 )に分けられ、第 3層の切 り込み状態

および閉塞石下底のレベルから追葬行為が確認できる。

第22図 ST 02竪 坑埋土出土遺物実測図 (1:3)

―-29-―



出土遺物 (第22図 、図版38)

副葬品はないものの、竪坑埋土から土師器片が出土した。

¶は、口径12.6cmを 測る長胴型の壷である。日縁部は直線的に曲がり、端部は丸みをもつて

いる。口縁部内面はナデ、日縁部・胴部外面はハケ、胴部外面はタタキのあとハケ調整が施さ

れる。 2と 3は、長頸壷である。 2は 口径7.6cmで 、口縁部ヨヨナデ、外面ナデ、内面ハケ調整

である。3は胴部最大径18.8cmで 、外面ハケ、内面ナデ調整を施す。

ST-03(第 23図、図版14)

羨道閉塞の墳墓群とは距離を置いて位置する。遺構検出時には、すでに玄室の天丼が崩落し

黒灰色土が埋積していた。

主軸方位は、磁北を示す。竪坑上部閉塞、平入 り長方形プランである。竪坑の 1段 目は、長

さ1.10m内外、幅0.94～1.22m、 深さ0。 18～0.22mを測る。 2段 目は長さ0.62m、 幅0.52m、

深さ0。 96m、 遺構面からの深さは1.14mを測る。底面は、袋状に広がる。羨道は長さ0.30～ 0.

46m、 幅0.42～ 0.66m、 高さ0,75mを測る。玄室は長軸と斜交し、長さ1.46～ 1.57m、 幅1.20

mを測る。高さは1.10m前後と思われる。壁面は直立する。側壁は不整形で、片袖に近い。

竪坑上部は、長さ0.66～ 0,90m、 幅0。 10～0.48m、 厚さ0.05m内外の板石 4枚で閉塞される。

出上遺物 (第24図 -3～ 5、 第51図 -43、 図版40・ 42)

玄室の北東端に、右側壁とほば並行して鉄鏃 3本 と短剣 1振が冨1葬 されていた。3は、全長

9141n、 鏃身長 15111111、 最大幅24111111を 測る三角形式である。4は、全長1321Mn、 鏃身長191ull、 最大幅

35血 を測る圭頭広根斧箭式である。5は、現存長 116411n、 鏃身長2411m、 最大幅3811ullを 測る圭頭広

根斧箭式である。いづれも樹皮巻き矢柄の一部が遺存している。43は現存長195nlln、 鏃身長167

111n、 身幅381nlnを測る。身部には木製鞘の一部が、柄には鹿角が遺存している。

ST-04(第25図、図版15)

ST-02≧ 1.60m、 ST-05と 0.55m離れて位置する。主軸方位は、N127° Wを示す。

羨道板石閉塞、平入 り精円形プランである。竪坑は、長さ1,35m、 幅1.19m、 深さ1.40mを

測る。底面は長さ0,85m、 幅0.50～ 0.62mの隅丸長方形を呈する。羨道は長さ0.14m、 幅0.51

m、 高さ0.52m、 竪坑底面との比高0.22mを測る。玄室は、長さ1.70m、 幅1.13m、 高さ0.66

mのアーチ型を呈する。床面には、0,04mの貼床が施される。

被葬者は女性 1体で、頭部と足先にシラス塊が置かれている。

羨道は、長さ0.40～ 0.80m、 幅0.10～ 0.44m、 厚さ0.05m内外の板石 5枚で閉塞される。

出土遺物は無い。

ST-05(第26図、図版16)

主軸方位は、N98° Wを示す。羨道板石閉塞、平入 り精円形プランを呈する。

竪坑は長さ1.15m、 幅0.97m、 深さ1.07mを測る。底面は、長さ0,94m、 幅0.66mの 隅丸長

方形を呈する。羨道は、長さ0.11～ 0.17m、 幅0.42m、 高さ0.50m、 竪坑底面との比高0.04m
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を測る。玄室は、不整形で北側に張り出し、長さ1.92m、 幅0.74～ 1.24m、 高さ0.73mを測 り

アーチ型を呈する。

被葬者は男性 2体で、遺存状態も良い。

羨道は、長さ0.53～ 0。 77m、 幅0,15～ 050m、 厚さ0.04m内外の板石 3枚で閉塞される。

出土遺物 (第24図 -6、 図版40)

1号人骨の頭部に並行して、鉄鏃を 1本副葬している。現存長101nlm、 鏃身長 12Hlm、 最大幅27

mlnを 測る。圭頭広根斧箭式で、樹皮巻き矢柄の一部が遺存 している。

C群遺物 (第27～29図 、第 3表、図版36。 37)

ST-04と 05の玄室上面にあたる区域において、土師器が握まって出土した。壷 4、 密 1、

脚台付鉢 1、 対 2、 手担ね土器 1で構成される。 1と 10は、広範囲に散在 していた。

1の胴部に貼 り付けてある突帯は、凹部に沈線を施 した後に、刻み目を入れている。 6の三

は、蒲鉾形に面取 りされた突帯を有し、その直下は箆状工具で調整される。10の脚台部には、

小孔が4個穿たれている。

十~幻暉〕
硲守
9″

下
ｔ
Ｗ

畿
乳
Ｇ
特

ST-05竪坑

////        

｀

第27図 C群遺物出土状態実測図 (1:30)
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椋

5 cm

第23図 C群遺物実測図 (そ の 1) (1:3)



ST-06(第 30図、図版17)

ST-05と 1.3m離れて位置する。主軸方位はN58° Wを示す。

羨道板石閉塞、平入 り長方形プランである。竪坑は隅丸長方形で、長さ1.52m、 幅1.18m、 深

さ1.12mを測る。底面は不整形である。羨道は長さ0.20～ 0。 27m、 幅0.41～ 0.60m、 高さ0.50

m、 竪坑底面との比高0。 14mを測る。玄室は、長さ1.64～1,82m、 幅1.12～ 1.24m、 高さ0,79

mを測る。天丼部は寄棟造 りで、棟木が削り出されている。

被葬者は男性 1体で、良好に遺存 している。

羨道は、長さ0.40～ 0.50m、 幅0.30m内 外、厚さ0.04m内外の板石 5枚で閉塞される。

出土遺物 (第24図 -7、 8、 第51図 -41、 図版40・ 42)

玄室東隅から鋒を中央に向けた直刀 1振 と、並行する鉄鏃2本が副葬されていた。41は、鋒

第29図  C群遺物実測図(2)(1:3)

死 図版 器  形
法  量 (Hu) 文 様 お よ び 調 整 土

焼成
色    調
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が床面から004m、 担部が0.10m浮 き、把頭 と右側壁が接 していた。現存長680mlm、 刀身長536

mm、 最大幅33411n、 最大厚 941mを測る。部分的に木製鞘の一部、関から把にかけて鹿角、さらに

把には木質 と糸巻きの一部が遺存 している。

鉄鏃 2本は同形式であ り、矢柄の痕跡は無い。 フは全長 165mln、 鏃身長 4341m、 最大幅 35nlm、 8

は、それぞれ 157、 41、 3641mを測る。

ST-07(第 31図、図版18)

ST-01と 0.50m離 れて位置する。主軸方位は、N126° Wである。

羨道板石閉塞、平入 り略長方形プランである。竪坑は長方形で、長さ1.41m、 幅1.12m、 深

さ1.57mで ある。底面は不整形で、羨道部側のほ うが深掘 されている。羨道は長 さ0.35～ 0.41

m、 幅0.39～ 0.57m、 高さ084m、 竪坑底面 ≧の比高0。 16mを測る。玄室は、長 さ1.97m、 幅

1.12～ 1.24m、 高さ0.84mを測る。左袖か ら側壁にかけてのみ、直線的に掘削されている。壁

面には、刀幅80nlm内外の工具痕が明瞭に残つている。天丼は平垣で、羨道 との境が無い。

被葬者は 1体で、頭骨の一部のみ遺存 している。

羨道は、長 さ0.25～ 0.74m、 幅0.12～0.50m、 厚 さ0,06m内外の板石 7枚で閉塞 され る。

出土遺物 (第24図 -9・ 10、 図版40)

玄室の奥壁寄 りに、鉄鏃 2本が重なって副葬されていた。 2本 とも圭頭広根式で、樹皮巻き

矢柄の一部が遺存 している。 9は現存長 101111m、 鏃身長 20Hlm、 最大幅3041mを 測る。10はそれぞれ

106、 11、 32nlmを測る。

ST-08(第 32図 、図版19)

ST-09と 0.80m離れて位置 し、竪坑の北辺上部に後世の溝による削平を受ける。主軸方位

はN81° Wで、羨道閉塞、平入 り精円形プランである。

竪坑は、長 さ1.12m、 幅1.04m、 深さ0.96m、 底面は長 さ0.74m、 幅0,70mを測る。羨道は

長 さ0.22～ 0.28m、 幅050～058m、 高さ0.41m、 竪坑底面 との比高0,08mを測る。玄室は、

長 さ1.89m、 幅1.21m、 高さ0.61mを 測 り、プラン・天丼 ともに不整形である。

被葬者は 2体で、 1号人骨は流入土によ り押 し寄せ られ、持ち上げ られている。 2号人

骨は、頭骨の一部のみ遺存する。

羨道には閉塞の痕跡が無かつたが、竪坑埋土の第 1層 が レンズ状を呈すること、軟 らかい黒

土が玄室に流入 して羨道が完全に塞がれていることから、有機質 (木板)で閉塞 されていたも

のと思われる。

出土遺物 (第33図 -11～ 13、 図版40)

玄室の奥壁寄 りに鉄鏃 1本、 2号人骨付近に鉄鏃 2本が副葬されていた。11は、現存長 9941m

鏃身長 15mm、 最大幅30mlnを測る。12は 、現存長 198mlm、 鏃身長 29nlm、 最大幅34nlmを測 り、矢柄の

表面には、蝿の蛹の抜け殻が密集、錆化 している。13は、現存長 13741m、 鏃身長59nlm、 最大幅23

41mを測る三段逆刺式である。 3点 とも樹皮巻き矢柄が遺存する。

―-38-―



1.
層

:浚
恭
鶴
～
晴
医
●
土

(l
EI
V,
野
ブ

'ッ
ク

)

2層
:婢

鳥
～
擦
暴
医
毎
キ

lg
V層

粗
細
粒

)

3盾
:嗜

灰
鼠
色
上
十
Ⅶ
感
十

1V
薦
|

_宣
£
_

第
30
図
 S
T-
06
.違

構
実
測
図

(1
13
0j



r膚
1江

層
十
渡
魔
0上

十
WH
E

2.
層

lm
層

+V
dB

ユ
層

li
観

色
上
+2
層

―

H=
29
0.
80
M

0 
  
  
  
  
  
  
1“

第
31
図
 S
T-
OT
遺

構
実
測

図
(1
:3
0J



鍔 醸 締 沙 為 鴎 ゝ

・・ＨＨ＝＝＝出ｎ・．Ｈ【・‐山中ＨＨ［中中【［【中【一【【【【【【一一「
、卜

．．
・・・・・・

．
一・・・・・．‐．ｉ．・・
　 　 　 　 一

1層
:暗

灰
色

土
十
淡

黒
灰

色
上

2層
:暗

灰
鼠

～
淡

茶
灰

色
土

(混
Ⅳ

買
プ

ロ
ツ

ク
)

憂 ８ ０ 自 ＝ エ
―
―
―
―
―
―
―
―
―

H=
29
08
0M

Ⅶ

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1m

第
32
図
 S
T 
08
遺

構
実

測
図

(1
13
0)



萎

⑬

① ll

〇

◇憎

◆

〇

016 OW   ③硝
第33図  ST 08、 10、 11、 14出土鉄鏃 実測図 (1:2)

一-42-―



ST-09(第34図、図版20)

主軸方位はN87° Wで、羨道閉塞、平入 り精円形プランである。

竪坑は、長さ1.35m、 幅1.16m、 深さ0.90mで 、底面は長さ0.90～ 1.Om、 幅0.64～ 0.80mを

測る。羨道は長さ0.30m、 幅0.43～ 0。 48m、 高さ0.55～ 0.69mを測る。玄室は、長さ1.71m、

幅1.05m、 高さ0.69mを測 り、左側辺と奥壁は直線的である。全体的に不整形で、荒削りな構

築である。

被葬者は 1体で、遺存状態も悪い。人骨は流入土 (第 1層 と同質)に よつて、0.10m前後持

ち上げられている。

羨道は ST-08と 同様、木板で閉塞されていたものと思われる。

出土遺物は無い。

ST-10(第 35図、図版21)

SI-02と 1.4m、 SI-05と 1.6m離 れて位置する。主軸方位はN1799Eを示す。羨道閉塞

平入 り長方形プランである◇

竪坑は、長さ1.20～ 1.61m、 幅1.21m、 深さ1.05mを測 り、底面中央部が若干凹む。底面の

レベルは羨道に向かつて下降する。羨道は、長さ0.21～ 0.30m、 幅0.65～ 0.70m、 高さ0.52m

を測る。玄室は 1段 (0。 14m)低くなり、長さ1.55m、 幅0.80～ 0.91m、 高さ0.72mを測る。

壁面と床面は丁寧に整形され、両側壁は直立する。

被葬者は男性 1体で、頭骨等一部が遺存している。

羨道は、長さ0.26～ 0.46m、 幅0.12～ 0.32m、 厚さ0,06m内外の板石 6枚で閉塞される。

出土遺物 (第33図 -14～ 16、 図版41)

人骨に接して、鉄鏃 3本が副葬されていた。14は現存長9611Lll、 鏃身長374ull、 最大幅27mmを 測

る。15はそれぞれ107、 39、 2711un、 16はそれぞれ99、 15、 231Mllを測る。3本 とも、樹皮巻き矢柄

の一部が遺存している。

ST-11(第36図、図版22)

SZ-01の北西に位置する。主軸方位はN73° Eである。羨道板石閉塞、平入 り精円形プラ

ンを呈し、羨道閉塞地下式横穴墓中、最大規模のものである。

竪坑は、長さ1.63m、 幅1.56m、 深さ1.52mを測る。底面は長さ0.64～ 0.98m、 幅0.81mの

台形を呈する。羨道は、長さ0.20m、 幅0,65～ 0.76m、 高さ0.60mを測る。玄室は、長さ1.97

m、 幅1.40m、 高さ0.88mを測 り、アーチ型の天丼を有する◇

被葬者は3体で、頭骨および下肢骨の遺存状態が良く、 1号人骨の頭骨には赤色願料が塗布

されている。右側壁の中央部には、シラスの上塊が置かれている◇

羨道は、長さ0,34～ 0.52m、 幅0.18～ 0.38m、 厚さ0.05m内外の板石11枚で閉塞される。

出土遺物 (第33図 -17。 18、 第52図 -44、 図版41・ 42)

1号人骨の横に、短al1 1振 と鉄鏃 2本が副葬されている。44は現存長2621nln、 剣身長1801n41、
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幅261nlnを測る。把部には、把木が遺存 している。鉄鏃は圭頭式で、樹皮巻き矢柄の一部が遺存

する。17は現存長62nlm、 鏃身長 1011m、 最大幅2241mを測る。18は 、それぞれ 113、 10、 2241mを測 り、

鏃身から頸部にかけて布が付着 している。

ST-12(第 37図 、図版23)

S105と 1.lm、 ST-02と 2.lm離れて位置する。主軸方位は、N142° Wを示す。

羨道板石閉塞、平入 り楕円形プランである。竪坑は、長 さ112m、 幅1.00mの楕円形を呈 し

深さ1.18mを測る。玄室 との間には、上面の長 さ0.10～ 0。 14m、 幅0.68～ 0,78mの 断面台形の

仕切 りが設けられてお り、竪坑底面 との比高0.17m、 玄室床面 との比高0。 13mを測る。玄室は、

長さ1.58m、 幅1,00m、 高さ0.60mを測る。

被葬者は男性 1体で、頭骨、寛骨および下肢骨が遺存する。

羨道は、長 さ0.18～ 0.58m、 幅0.14～ 0.33m、 厚 さ0.03m内外の板石 6枚で閉塞 される。

出土遺物はない。

ST-13(第 38。 39図 、写真 1、 図版24・ 25)

SZ-01の南東部に位置 し、遺構検出時においては竪坑の北半部が調査区にかかつた。この

ため、当墳墓を構築する際の排土処理の様子を伺 うことができる。竪坑掘削の初期の排土であ

るⅢ・Ⅳ層は、玄室奥壁を想定 してその外側に置かれる (C層 に相当)。 V層以下底面までと羨

道および玄室の掘削土は、竪坑の周囲に置かれる。被葬者を埋葬 し、羨道を閉塞 した後に玄室

上位の排土を主 として埋め戻す。この際、下部のⅢ b層 も0。 10m内外の削平を受けている。最

後に、地表に残った排土 (Al、 A22～ γ、B層 )を押 し広げて整地 していることが伺われる。

平面的には、長 さ9.16m、 幅1.5～ 2.5m(推定)の長方形～長精円形を呈 し、厚さ0.15～ 0.26

mを測る。なお、BoC層 には、 SZ-01の 構築材 と思われる板石や土器片を含んでいる。

彗墳墓の主軸方位は、N67° Eを示す。羨道板石閉塞、平入 り精円形プランである。竪坑は

長さ1.20m、 幅1.14m、 深さ1.24mを測る。底面は長 さ0.68～ 0.87m、 幅074mの 台形を呈 し

中央部 と西隅に、径 と深 さが0.10m内外の小柱穴を有する。羨道には仕切 りが設けられ、上面

の長 さ0.22m、 幅0.59m、 竪坑底面 ≧の比高0.20m、 玄室 との比高010mを測る。玄室は、長

さ1.86m、 幅1.16m、 高さ0。 73mを測る。羨道部には、シラスの土塊が置かれていた。

被葬者は男女各 1林で、 1号人骨のほうが遺存状態が悪い。

羨道は、長 さ0.28～0.71m、 幅0.22～ 0.32m、 厚 さ0.03～ 010mの板石10枚で閉塞 される。

出土遺物 (第52図 -46、 図版42)

2号人骨の頭骨の西側に、鋒を左側壁に向けた短剣 1振が副葬 されている。現存長 355 mln、

剣身長 25241m、 幅2941mを測る。鏑は明瞭でない。把部には目釘孔が 1孔確認できる。また、把

木が遺存 している。

ST-14(第 40図 、図版26)

遺構検出時には、すでに玄室の天丼が崩落 して黒色土が埋積 し、閉塞石 も移動 していた。
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主軸方位はv N21° Wを示す。竪坑上部閉塞、平入 り長方形プランである。

竪坑は不定形で、長 さは不明、幅0.66m、 深さ1.17mを浪1る 。羨道には断面台形の低い仕切

りが設けられるが、玄室床面のレベルが高くなったために平坦に埋め戻されている。羨道の全

長は0.24m、 幅0.67～ 0,75mを測る。玄室は、長 さ1.67～ 1.80m、 幅1.41～ 1.51mを測 り、高

さは不明である。両側壁はほぼ直立する。床面には、 2ヶ 所に赤色願料の塗布が認められた。

人骨は遺存 していない。

羨道は、長 さ0.34～ 0.80m、 幅0.17～ 0,73m、 厚 さ0.04m内外の板石 8枚で開塞される。

Φ ◇D

＼
2

Q

@

会ヴ

毬

つ
第41図 E群遺物出土状態実測図 (1■ 0)

第42図 E群遺物実測図 (1:3)

% 図版 器形
法 量 (Im) 文 様 お よ び 調 整 土

焼 成
色 調

日径 底径 外    面 内    面 砂粒・量 赤褐色粒 外  面 内  面

一笙

士霊
　
利

訪

不明

ナデ

ナデ

不明

不明

ナデ

ナデ

不明

精良

1ミ リ・微

精良

1ち・少

1～ 2ミ リ・多 良好

良好

あまψ

淡黄

淡黄褐

淡桃黄

淡橙褐

灰

淡黄褐

淡黄褐

淡橙褐

第 4表 E群遺物観察表
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出土遺物 (第33図 -19、 図版41)

玄室の右袖部に鉄鏃 1本が副葬されていた。大形の三角形式で、現存長 152n44、 鏃身長 47mlll、

最大幅424mを 測る。頸部は腐蝕で由がっているが、樹皮巻き矢柄が遺存 している。

E群土器 (第 41・ 42図、第 4表、図版38)

ST 14か ら南東へ2.2～ 3.Omの 小範囲に、土器群が検出された。すべて土師器で、壷 2、

長頸壷 1、 密 1、 高杯 1、 用途不明土製品 1で構成される。砕片ばか りで、器形を復元できる

ものは無い。 3の 口縁部には、箆状工具で 1条の沈線が施 されている。

ST-15(第 43図 、図版27)

調査前 (平成 2年 3月 )に耕作機械の重圧で玄室の天丼が崩落 し、地権者によってその存在

が知 らされていた墳墓である。

ST 14と 8.Om離れて位置する。主軸方位は、N28° Eを示す。

竪坑上部閉塞、平入 り長方形プランを呈する。竪坑の 1段 目は不定形で、長 さ1.51m、 幅1.

42m、 深さ0.07mを測る。 2段 目は長 さ0,70m、 幅0.60m、 深 さ1.10mを測る。羨道は、長 さ

0.28m、 幅0.38～ 0.49m、 高 さ073mを測る。玄室へ少 し入った所までは同一 レベルで掘 り進

められるが、玄室床面の大部分は若千高くなっている。玄室は、長 さ2.25～2.38m、 幅1.20～

1,63mを測 り、左側壁が短い。壁面には、刀幅40～ 50111mの横位の掘削痕が明瞭に残つている。

竪坑の 2段 目と玄室の壁面中位 (Ⅶ層に相当する部分)には、赤色願料が塗布 されている。

被葬者は男性 1本で、頭骨のみ遺存状態が良い。

竪坑上部は、長 さ0.62～ 0.90m、 幅013～ 0。 70m、 厚 さ0.04m内外の板石 5枚で閉塞 される。

出土遺物 (第44図 、第51図 -40、 図版 41・ 42)

頭骨に接 して鉄剣 1振、その奥に鉄鏃 7～ 8本が副葬 されていた。40は、現存長 79041m、 父1

身長 64541m、 最大幅 37mm、 最大厚 941mを測る。鏑は不明瞭で、やや丸みを持つ。剣身には木鞘

の一部が、把には把木の一部が遺存する。 日釘穴は、錆化のために見い出せない。鉄鏃は、圭

第47図  ST 16出 土 /卜刀実測図 (1:3)
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頭・三角形・長頸鏃からなる。20は現存長17611un、 鏃身長461nln、 最大幅45411nを測る。21は、それ

ぞれ136、 39、 38Hullを測る。22～31で 5～ 6本分であり、長さ70～ 15011ull前 後、最大幅11～ 1611ull

を測る。樹皮巻き矢柄は、23に遺存する。

ST-16(第 45図 、図版28)

地下式横穴墓分布域の北端に位置し、竪坑上部閉塞のものとしては唯一、原形を保つていた

ものの閉塞石は若干移動し、竪坑内に 1枚落ち込んでいた。

主軸方位は、N25° Eを示す。平入 り長方形 (やや胴張 り)プランを呈する。

竪坑 1段 目は、長さ1.38m、 幅1,31mの ほぼ方形を呈し、深さは0.1l mである。 2段 目は、

長さ0.80m、 幅0.62m、 深さ1.34mを測る。羨道部は明瞭でないが、底面は若千凹み、高さは

0.89mを測る。玄室は、長さ2.00～ 2.16m、 幅1.07～ 1.42m、 高さ0,97mを測る。両側壁はほ

ぼ直立し、奥壁と右側壁には幅0.06～ 0.08mの庇を有する。天丼は切妻の屋根形を呈するが、

丁寧な造 りではない◇右の袖部はいびつで、突出している。

被葬者は男性 2体で、 1号人骨のほうが遺存状態が悪い。

竪坑上部は、長さ0.30～ 0。 70m、 幅0。 18～0.50mの板石 7枚で閉塞される。

―

H=2910M

ST 18遺 構実浪I図 (1:30)ア ミロはシラス塊
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第50図  ST 19遺構実測図 (1:30)(開塞石は図上復元)

-61・ 62-



Ｉ

Ａ
ｎ
＝
Ｍ
ｖ

ｉ
ｂ

一

|

i
―
蠅

|

5 １
０

第51図  ST 06、 15、 17出 土刀剣実測図 (1:3)ア ミロは鹿角

-63・ 64-



旭

鵬

脚

Ⅳ

肥

醜

駆

〇
C三 944

第52図  ST-03、 11、 13、 19出 土短父1実測図 (1:2)ア ミロは鹿角

―-65-―

蜻
柑‖



上

駐

″

／

一

H=29160M

第53図  SK 01遺構実測図 (l i30

出土遺物 (第46図 -32～ 35、 第47図 -39、 図版41・ 42)

2体の頭骨の間に、庇に立て掛けた小刀 1振 と、 2号人骨の横に側壁と並行して鉄鏃4本が

副葬されている。39は 、現存長46011Ml、 刀身長3581111n、 最大幅274unを測る。鋒67111mは 、左右対象

の両刃造である。刀身には木製鞘が遺存、錆着しているために、鏑の形状は不明である。鞘口

には鹿角が、把には把柄の一部が遺存する。32は 鏃身部を欠き、現存長 143 4ullを 測る。33～35

第54図 PP 01,02遺構実測図 (1:30)

は圭頭鏃で、矢柄を着装 した

痕跡は無い。33は現存長 130

11ull、 鏃身長 2911ull、 最大幅371n41

を測る。34は、それぞれ 140、

30、  39mm、  35「よ
=含

ヤし髪♂オし180、

40、 41lmを 浪Jる 。

ST-17(第48図、図版29)

調査 区の東端、ST■ 6と

約10m離れて位置する。遺構

検出時には、すでに天丼が崩

落して黒色土が埋積していた。

―-66-―



また、竪坑上部の閉塞石も全て消失していた。

主軸方位は、N72° Eを示す。プランは、平入 り精円形を呈する。

竪坑の 1段 目は削失する。 2段 目は、長さ0.68m、 幅0.53m、 深さ0.99mを 測る。羨道は、

長さ0。 24m、 幅0.54～ 0.62m、 高さ0.64mを測る。玄室は長さ1.98m、 幅1.42mを測る。床面

中央部は若干凹み、貼 り床が施される。壁面全体には、赤色願料が塗布されている。

被葬者は2体であるが、遺存状態が悪い。

出土遺物 (第46図 -36～ 38、 第51図 -41、 図版41・ 42)

人骨の中央部に大刀 1振、下肢骨下部に鉄鏃 3本を検出した。大刀 (41)は、2号人骨の下

肢部に、鋒から0.26mの 部分まで床面下に突き刺 した状態で、天丼部崩落の影響で中途から折

れ曲っている。把部は一部欠損する◇現存長8051nnl、 刀身長6941n41、 最大幅34nlmを測る。36は、

現存長 15211ull、 鏃身長26411n、 最大幅30mlmを測る。樹皮巻き矢柄の一部が遺存する。37はそれぞれ

146、 31、 3411ullを 測る。38は それぞれ144、 49、 22141nを測 り、箆被を有する。

ST-18(第 49図、図版31)

ST 17か ら北東へ約 4m離れて位置する。主

軸方位は、N52° Eを示す。

羨道閉塞、平入 り精円形プランを呈する。竪坑

は、長さ1.42m、 幅1.08m、 深さ0.74mを測る。

羨道は不明瞭である。玄室は長さ0.92m、 幅0.49

m、 高さ0.45mで 、床面は傾斜 している◇左袖部

には、シラス塊が置かれていた。

当墳墓には黒色土が充填してお り、人骨・副葬

品および羨道閉塞材は認められないものの、玄室

内の流入土は軟質であることから、 ST 08や 09

と同様、板 (有機質)閉塞であったと思われる。

また、その規模から、小人用の墳墓

第55図 D群遺物実測図 (1:3)

Ⅲl

第56図 F群 遺構実測図 (1

--67-―

萎

であると思われる。

ST-19(第 50図、図版30)

発掘調査終了直後、資材運搬車輌

が玄室の天丼を陥没させたため、急

拠、調査を実施 した。地権者の話に

よると、数年前にも陥没 し、その際

頭骨 と傍 らにあった刀を取 り出して

近くの寺に納骨したとのことであつ

た。実際、埋土を除去すると頭骨以
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外の人骨が検出され、また、陥没口を塞いだと思われる直径約 lm、 厚さ0.2mの コンクリー

ト塊を確認した。

当墳墓はST 03か ら西へ10mの地点にあり、主軸方位はN9° Wを示す。

竪坑 1段 目は、長さ1.28m、 幅1.25m内 外、深さ0.1l m、 2段 目は長さ0.80m、 幅0,70m内

外、深さ1.12mを測る。羨道は、長さ0.23～ 0,28m、 幅0.52～ 0.60m、 高さ0.78mを測 り、竪

坑底面とは僅かに段差がある。玄室は、長さ1.85m、 幅0.96～ 1.22m、 高さ0.9m内外を測る。

両側壁は直立し、奥壁のみ幅0.04m内 外の庇を有する。天丼は切妻形であるが、雑な整形であ

る◇壁面には、刀幅50～ 701nmの工具痕が明瞭に残つている。

被葬者は 1体で、遺存状態も良くない。

竪坑上部は、縦横0.9m内外 と0.2m内外の板石で閉塞されていた。

出土遺物 (第52図 -45、 図版42)

玄室奥壁の右隅に剣先が刺さっていた。これは人骨と混在していた小片と同一個体で、かっ

て取 り出された 「刀」  ,

の一部 と思われる◇現

存長 139 Hlnl、 最大幅28

411nを 測 り、鏑が通る。

鋒は欠失 し、壁面に刺

さっていた部分約7011m

は錆化が著 しい。

第58図  V区 出土遺物実測図 (1:3)
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判 定 準

伽
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% 図版 出土地点 器形
法 量 (m) 文 様 お よ び 調 整 胎 土

焼 成
色    調

口径 底 径 外   面 内   面 砂粒・量 k掃看 赤褐色粒 外  面 内  面

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

38-8

39-1

39-6

39-3

37-12

39-5

ST 02玄 室上面

第43図―C層

排土

排土

排土

排土

第43図―B層

Ⅲ層 (C群 )

排土

排土

壷
壷
甕
壷
謗
訪
前
鰯
訪
訪

162

177

178

58^ヤ 76

106

ナデ

ナデ、下半ケズリ

ハケ

ナデ

ヘラミガキ

ヨコナデ、下半ハケ

ハケ

ナデ、頸部ハケ

ハケ

不明

ハケ、すデ

ハケ

ハケ

不明

ヘラミガキ

ヨヨナデ、下半ハケ

ハケ

ナデ

不明

不明

1～ 4ミ ,多

1～ 2ミ ッ,多

1～ 2ミ リ.多

1～ 2ミリ・多

精選

精選

1ミ ,位 多

1～ 2ミ ッ・少

1ミ リ位.少

1～ 2ミリ,多

少

1～ 4ミ ッ.多

1～ 4ミ リ.多

1～ 5ミ リ・多

1～ 5ミ リ・多

2～ 3ミ ザ・多

良
跡
朗
献
財
良
鱗
良
肺
郷

～茶褐

淡り&褐

淡υL褐

淡黄褐

浚黄褐
～ 淡 黄

淡桃黄
淡 黄 ～

淡 黄 褐

淡 茶 褐
～淡 灰 桐

淡黄褐

桃 黄 ～

淡黄褐

淡桃褐

淡桃褐

淡黄褐
淡黄褐

～淡 黄

淡橙黄
淡黄 ～

淡 黄褐

淡 黄褐
～淡灰褐

淡黄褐

tIヒ黄

第 5表 Ⅳ区出土遺物観察表

% 図版 出 土 地 点 器形 罐帥略

文 様 お よ び 調 整 胎 土
焼成

色    調

外    面 内    面 砂粒・量 赤褐色粒 外  面 内 面

G群

G群付近

E群付近

ST-17玄 室崩落土内

甕
鵡
訪
蓋

ヨコすデ

不明

不明

ヘ ラケズ リ

ヨコナデ、ナデ

ナデ

不明

ナデ

1～ 2ミ ッ・少

1～ 2ミ リ・少

1ミ ′位・少

1ミ リ位・少

1～ 3ミ リ̀微

良
姉
韓猫艶

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐
深紫灰

淡黄灰

淡黄褐

淡黄灰
淡紫灰

第 6表 V区 出土遺物観察表



SK-01(第 53図、図版31)

ST-01の 南に位置する土坑で、精円形と長方形のものが接したプランを呈する。前者は、

長さ1.46m、 幅0,79m、 深さ0.60mを 測 り、埋土は黒灰色土を主とする。後者は、長さ1.20～

1.38m、 幅0.81～ 0。 93m、 深さ0.63mを 測 り、埋土にはⅣ層の土塊を多く含み、地下式横穴墓

の竪坑のように埋め戻されている。接触部には、長さ0.62m、 幅0.02～ 0.05mの平坦面をもつ

仕切 り状のものがあり、羨道部に相当する。

以上を総合すると、小木原遺跡群・蕨A地区でみられた土壌墓に類似する遺構 と思われる。

出土遺物は無く、時期比定はできない。

PP-01(第54図 、図版31)

ST 10の 竪坑から北東へ 0.2m離れて位置する。直径0.42～ 0.45m、 深さ0.40mを 測る。

柱痕は無く、埋土はⅣ層の微細粒を含む淡黒灰色～暗灰褐色土である。

PP-02(第54図、図版31)

ST-02と 07の ほぼ中間に位置する。直径0.52～0.56m、 深さ0.52mを測る。尖底の柱痕を

有する。埋土は、Ⅳ層の粗細粒を含む暗灰褐色～淡黒灰色土である。裏込めの埋土は、Ⅳ～V
層の粗細粒を含む暗灰褐色土である。

上器群D(第 55図 )

土器片数10片が散在する程度であり、壷と長頸壷、甕で構成される。 1は長頸壷の肩～胴部

で、最大径 130 mllを 測る。外面はハケ調整、内面はナデ調整で頸部の一部にハケメが残る。胎

土には 1～ 2岬の砂粒を少量含む。焼成は良好で、茶褐色を

呈する。 2はこの底部で、器面の摩滅が著しく、外面の一部

にハケメが残る程度である。胎土には 1～ 3 mllの砂粒を多く

含み、焼成はややあまい。

上器群F(第56図、図版38)

ST-14と 15の 間に数点づつ散在 し、長頸壷と甕、高郭で

構成される。 1は高杯の口縁部で、日径 233 mnを 測る。内外

面ヘラミガキで、胎土は精良、焼成は良好で、淡橙褐色を呈

する。 2は高杯の不部で、日縁部を欠く。外面はヘラミガキ、

内面は器面剥落のため不明である。胎土は精良、焼成は良好

である。外面は淡紅褐色、内面は淡橙褐色を呈する。

土器群G(第 58図 -1、 図版38)

ST-16竪 坑の西に位置し、菱と長顎壼で構成される。 1

は甕の頸～肩部で、頸部は内外面ヨコナデである。内面は、

粘土組の継ざ目が頸著である。胎土には 1～ 241mの砂粒を多

く含み、焼成は良。外面は淡黄褐色、内面は淡黄灰色を呈する。   第7表 SB 01柱穴一覧表

(m)直 径 深さ(m) 柱問(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13a

b

14a

b

0 20-0 23

016-022

0 19-021

0 15

0 17-0 20

0 13-0 15

0 15-0 19

0 24-0 27

0 13⌒V0 24

0 16-0 20

0 16ヽ 0 18

0 18-0_23

0 20

0 19-0 24

014

0 16-0 21

0 18-0 24

0 22

0 28

0 13

0 23

0 35

0 18

0 11

055以 上

065以 上

0 30

0 16

0 Z0

0 24

0 24

0 12

0 28

0 26

0 80

1 03

0 85

0 76

1 02

1 67

1 32

0 38

0 75

0 88
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第59図 SB-01遺構実測図 (1:20)
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その他の上器 (第 57・ 58図 、第 5・ 6表、図版39)

a。 第57図 -l  ST-02玄 室の上面で検出した壺の口縁部から肩部の破片である。口縁

部の内面にハケの痕跡を残す。

b.第57図 -2、 7  ST■ 13の盛土断面で検出した土器で、A群に帰属する。

C.第 58図 -4  ST-17玄 室の崩落土上層内で出土した須恵器の蓋である。副葬品では

ないものの、築造年代を推定する手がか りになる。

3.そ の他の遺構と遺物

時代不明の掘立柱建物 1棟 (SB-01)と溝約10条がある。

SB-01(第 59図、第 7表、図版32)

SA 01か ら西へ約14mの地点に位置する。梁 4間、北の桁行 2間、南の桁行 3間の専物で

南北に棟持柱を有する。梁間の全長3.45m、 桁行の全長2.70mを測る。南東隅の柱は、後世の

撹乱によって消滅している。柱穴は、直径0。 15～ 0.24m、 深さ0.2～ 0.3mの 小型のもので、柱

痕も無い。 pit 8・ 9は木痕であることから、自然木を利用 した簡易な建物が想定される。

主軸方位は、N23° Wを示す。出土遺物は無い。

SD-01、 04、 05(第 4図、図版32,33)

SD-01は 、現道と並行して検出された。幅0.60m内 外、深さ0,08～ 0.19mを測る。 SD―

04は ほぼ南北方向に走る溝で、旧一筆境の畦畔と並行している、幅0.60～ 1.45m、 深さ0.10～

0。 20mを測る。 SD-05は台地縁辺に位置し、地形に沿って湾曲している。幅0.50m、 深さ0。

40mを測 り、断面はU字型を呈する◇

SD-06～ 08(第 4図 )

ST 16を 四むように、不定形な溝状遺構が検出された。SD 06は、長 さ6.20m、 幅0,74

～1.24m、 深さ0.07～ 0.26mを測 り、中央部が最も深い。SD 07は、長さ4.70m、 幅1.00～

1.65m、 深さ0.08～ 0.20mを測る◇SD-08は 、長さ7.06m、 幅0.49～ 0.96m、 深さ0.09～ 0.

13mを測 り、壁面は垂直に近い。

SZ-02(第 4図 )

ST-14か ら北東へ 5mに位置し、長 さ1.20～ 2.44m、 幅2.30mの不定形な掘 り込みである。

埋土は黒灰色上で、深さは0,10～ 0.20mを測る。

V。 まとめ
I・ Ⅱ・ⅥおよびⅦ区では、現在の一筆境畦畔と並行する用排水路や、長方形・円形を呈す

る芋穴等を検出したにすぎず、調査はⅢ～V区に重′ミを置いた。

遺構面はⅢ b層上面で、後世の削平の度合に・よってⅣ層下部まで下がつたりする。

旧石器～縄文時代の遺構 。遺物は、皆無である。
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1.弥生時代

竪穴式住居 1棟を検出したのみで、付属施設等は何 ら発見されなかった。四隅を欠 く間仕切

り型で、内区の南側に集中する 3個の柱穴 と南辺壁溝内の小柱穴から、入 口を南側に設定 しう

る。埋土から磨製石鏃の破片が出土 してお り、集落内で製作 していたことを伺わせる。土器は

秦 1個体が出土 し、後期に比定できる。

2.古墳時代

地下式板石積石室墓 5基、地下式横穴墓19基、石組遺構 1基、土坑 1基、柱穴 2基、そ して

土器群を 7ヶ 所検出した。

a.地下式板石積石室墓について

調査結果 と地権者の話を総合すると、調査区か ら東南部にかけて分布 している。05号は、位

置 と規模・形態か ら、当該墳墓の未完成墓 とみなした。

直径は1.7～ 2.6mと バラツキがある。02号のプランは長方形に近く、古い要素を持つ。

側石が遺存 している01、 02、 04号について ドーム形の天丼を復元すると、遺構面 (Ⅲ b層上

面)よ りも教10セ ンチ上位に出ることか ら、半地下式 (封土を伴 うかどうかは不明)であつた

ことは疑いない。従って遺構の切 り合いも無い。

石組遺構 (SZ-01)と A群土器は、 ST llと 13構築の際に破壊を受けてお り、板石積石

室墓群の祭祀施設および祭斤E土器 としてみなされる。また、 C群土器 も同様、 ST-04・ 05へ

の供献ではなくS1 04の祭iE土器 として、 B群・D群土器および ST 02竪坑埋土内の土器

も板石積石室墓の祭祀土器 として扱 うべきであろう。土器群は、 4世紀末～ 5世紀に含まれる。

b.地下式横穴墓について

上記のことから、板石積石室墓 とい う墓制を否定 して営まれたものと言える。

Ⅳ～V区に集中し、竪坑上部閉塞 (A類)6基 ≧、羨道閉塞 (B類 )13基を検出 した。人骨

の遺存例 も多く、26体 を数える。

1)規模について (第60図 )

A類は、B類よりも一回 り大きいことが明瞭である。 B類においては、精円形プランよりも

長方形プランのほうが規模が大きい傾向にある。

2)群構成について (第61図 )

A類 とB類は混在 しない。A類は、大きく2ヶ 所に分かれて分布 し、各々約10mの距離を置

く。主軸位置も北西～北東 と様々で、各々独立 した墓域を有 していたものと思われる。

18号はB類であるが、A類分布域に入つていることから、小人用 として簡単に構築 された特

殊な例 として、ここでは扱わない。

B類の主軸方位 も纏まりが無いものの、 1つの群を構成 していることがわかる。02と 04。 05

。06,11。 12号は環状に配置 し、主軸を放射状に向ける。これ らの玄室のスペースを空 白帯 と
(11)

し、その外側に08と 09、 01と 07・ 10、 13号の 3つの小群がとり巻 く配置である。なお、12号が



東向きであることと、10号の位置的なズレおよび寸詰まりな感を呈するのは、板石積石室墓の

存在を意識してのことと思われる。

3)副葬品について

土器は 1点 も無く、鉄製武器のみが副葬されている。

A類では、14号を除く5基が刀か剣を保有するのに対 して、B類では保有率が低い。06号は

大刀を有し被葬者も男性 1体であることから、B類の中では最も権力が強かったものと思われ

る◇副葬品を持たない02・ 04・ 09・ 12号の被葬者は、女性もしくは女性の可能性が高いとい う

鑑定結果から、武器の副葬は男性のみに行なわれたと推定される。

0                                1m

第60図 地下式横穴墓 集合図 (1:2①
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鉄鏃は、圭頭・三角形 。二段逆刺 。長頸鏃と多様であるが、量的には少ない。樹皮巻き矢柄

の遺存 しない鉄鏃をみると、全て箆被を有さないタイプで、年代的要因か地域的要因かは断定

し難い。

4)築造年代と変遷について (第62図 )

A類の供献土器 としての可能が高い E～ G群土器、二段逆刺鏃および大刀の形式から5世紀

前半～ 6世紀後半には収められる。

玄室のプランを 「長方形か ら精円形へ」 とい う仮定で変遷 したのが第62図である◇A類では

二面庇・切妻タイプの16号 を最古 とし、次いで一面庇 。切妻タイプの19号、長方形プランの03

。14・ 15号、精円形プランの17号 を序列 した。 B類は、長方形・寄棟タイプの06号を最古 とし、

次いで長方形プランの01・ 07・ 10号 とし、かつ、羨道部に仕切 りを設けた01号 を分別する。各

々、次の精円形プランヘ と継が り、系統的様相を呈する。最終段階で、新たに羨道板閉塞の08

／ｒ、　ハ和〕）

（′っ

07

的

○●
ヤ
°

(ョ
レη

13(ノ

第61図 地下式横穴墓 群構成推定図 (1:20①

―-76-―



・09号が現われる。

以上の状況から、A類からB類へとい う変遷は考えられない。

なお、05号の玄室が片袖に近いのは、04号が先に構築された後に隣接して竪坑を掘削したた

めに、玄室を北寄 りにとらざるをえなくなったためと思われる。

5)追葬について

A類では16。 17・ 19号が複数埋葬であり、いづれも人骨の遺存度に差があることから、追葬

とみられる。B類では01・ 02・ 05・ 08・ 11・ 13号が複数埋葬であるが、竪坑断面では01と 02号

のみ追葬坑を確認した。従って05・ 08・ ■ 。13号 は、当初から複数埋葬であつたと思われる。

6)ST-13の排土処理について (第 38。 63図 )

層序図 (第38図)に見られるように、掘削土は、地表で殆ど目立たないように押 し広げられ

ている。そこで、掘削土と排土と竪坑埋土の関係を知るために、それぞれの体積を計算してみ

た。その結果、Ⅲ b層 とⅣ層の上塊から成る排土C層は、竪坑内の 1層 (机上での 1層 )と ほ

ぼ等しく、約0.60ポである。Ⅲ b層 とV～Ⅷ層の土塊から成るA・ B層 は、竪坑内の 2層 とほ

ぼ等しく、約0.90だを測る。次に、羨道と玄室の掘削土である3層は、竪坑内の埋め土 (1層

+2層 )にほぼ等しく、1.4～ 1.5ゴを測る。

以上のことから、小木原古墳や飯野古墳、平松古墳に共通する高い 「墳丘」は持たないタイ

プであることがわかる。

7)封上について

Ⅳ区の機械掘削の際、 ST-13以

外では封土 (掘削排土)は認められ

なかった◇板石積石室墓を含めても

遺構の切 り合いは全く無い。また、

01・ 02号の竪坑を見ても、追葬時、

当初の掘形を削ることもなく確実に

掘削しているということは、竪坑の

位置が明瞭に標示されていたと考え

ざるをえない。

13号の竪坑底面の小 p itゃ 10号の

: I長 方形 プラン

【 コ楕円形プラン

第62図 地下式横穴墓 変遷図

第63図  ST 13排 土 模式図
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竪坑に隣接する柱穴は、竪坑の位置を示す標柱の存在を推定させる。

13号 を除くB類の墳墓は、竪坑の埋め戻しに必要な土以外の掘削排土を、A類の 「墳丘」の

材として提供 していた可能性もある。

3)ST-16出 上の小刀 (第47図 )について

鋒両刃造の類例 としては、山口県朝田墳墓群の S13お よび福岡県長行遺跡 1号石棺の素環頭

刀子、同山田遺跡・佐賀県二塚山遺跡D36お よび長崎県亀岡神社蔵の素環頭大刀、京都府南原

古墳および静岡県松林山古墳の大刀、さらには正倉院北倉宝物の金銀釦荘大刀などがある。こ

れらは、 3～ 4世紀代に集中し、当遺跡出土の小刀はきわめて希な例と言える。

9)小結

以上、限られた調査範囲にもかかわらず多くの成果を得ることができた。築造年代について

は、墳墓の形態や副葬品から6世紀代に集中すると思われるが、資料の希薄さに加えて分析が

不充分であるために特定できていない。

A・ B2系統の墳墓は、分布域の相異や規模、個体間の距離、副葬品の優劣、赤色願料の使

用頻度などを総合すると、A類の被葬者が優位にあったと言える。また、平面プランはそれぞ

れ長方形から精円形へと変遷 し、A類のみ 「墳丘」を有 していた可能性が高い。

3.古墳時代以降

近世～近代あるいは戦中戦後の入植によつて、畦畔と水路で区画する大規模な開墾が行なわ

れるまでの間は、全 くの空白である。このことは、人口の希薄さや移動、Ⅲ層 (黒灰色火山灰

土)が耕作土として不適当であることに起因する。

〔註〕

(1) えびの市教育委員会『 えびの市遺跡詳細分布調査報告書』1985

(2)(1)と 同じ

(3)(1)と 同じ

(4)宮 崎県教育委員会 「灰塚遺跡」『九州縦貫道埋蔵文化財調査報告書 (1)』 1972

(5) えびの市教育委員会『小木原遺跡群 蕨・久見迫・地主原地区』1989

(6) えびの市教育委員会『永田原遺跡』1987

(7)(1)と 同じ

(8)飯 野町『飯野町郷土史』1966

(9) 木崎原操「小木原古墳群調査報告」第2報～第7報『えびの』第2号～第8号 1971～ 1975

(10) 宮崎県総合博物館『宮崎県総合博物館収蔵資料 目録 考古 。歴史資料編』1983

(11) えびの市小木原地下式横穴群蕨・久見迫支群や小林市東二原遺跡、高原町立切遺跡

では 2～ 3基の一群が主軸を 1点に集中させるように位置する例があり、 1つの墳丘

を共有することを伺わせる。しかし、本遺跡では主軸が 1点から放射状に並ぶとい う、
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類例の無い分布状態を示している。

(12) 1969年 に調査 した小木原A号墳は、直径16.Om、 高さ1.2mを測る。 (宮崎県教育委

員会 「小木原古墳、地下式A号墳」『九州縦貫道埋蔵文化財調査報告 (1)』 )こ のほ

か県指定の古墳が 1基現存している (未測量のため規模は不明)。

(13) えびの市大字建山に県史定の古墳が 1基現存 している。裾都は削失しているが、直

径は20m(推定)、 高さ2.5m(推定)を測る。

(14) えびの市大宇島内に県史定の古墳が1基現存 している。直径23m、 高さ2.5mを 測る。

(15) 山口県教育委員会『朝田墳墓群 I』 1976

(16) 田頭喬 「長行小学校庭の原始遺跡」『西谷 その歴史と民俗』河ヽ倉郷土会 1965

(17) 福岡県朝倉高等学校史学部「朝倉町大宇須川山田石棺」『埋もれていた朝倉文化』1969

(18)佐賀県教育委員会『二塚山』1979

(19) 末永雅雄『増補 日本上代の武器』1981

(20)後藤守一『 日本古代文化研究』1942

(21)後藤守一ほか『松林山古墳発掘調査報告』1939

(22) 朝 日新聞社『正倉院宝物 北倉』

(23)地下式横穴墓 (名称は統一されていない)は、いわゆる「古墳」の範疇に含めて良

いかどうかの問題がある。玄海灘周辺の前方後円墳の主体部に箱式石棺が多用される

ように、形だけ受け入れて中身は在地形ということを考えれば、当遺跡のA類の地下

式横穴墓も同様、「古墳」と呼承しても良いと思われる。
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図版 3
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図版16
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図版 7
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図版14
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